
1415 海産乾物店が最初に集まった梅芳街

植
民
地
に
集
ま
っ
た
南
北
行

　

香
港
の
乾
物
類
を
扱
う
店
が
上
環
に

多
い
の
に
は
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
。
英

国
が
南
京
条
約
で
香
港
島
を
手
に
入
れ
た

１
８
４
２
年
以
降
、
香
港
に
は
一
攫
千
金

を
狙
う
英
国
人
商
人
が
流
れ
込
む
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
機
を
見
る
に
聡さ
と
い
中
国

人
商
人
も
同
じ
だ
っ
た
。
英
国
人
ら
が
建
設

を
始
め
た
ビ
ク
ト
リ
ア・シ
テ
ィ（
現・中
環
）

は
中
国
人
の
居
住
が
禁
止
さ
れ
、
西
隣
の
土

地
が
中
国
人
居
住
区
と
し
て
割
り
当
て
ら

れ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
上
環
一
帯
で
あ
る
。

　

中
国
人
商
人
た
ち
は
こ
こ
で
貿
易
に
精

を
出
し
た
。東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、米
、ヤ
シ
油
、

ゴ
ム
、
木
材
な
ど
を
北
の
中
国
大
陸
へ
運

び
、
中
国
大
陸
か
ら
、
漢
方
薬
、
海
産
乾
物
、

大
豆
な
ど
を
東
南
ア
ジ
ア
へ
運
ん
で
売
り
さ

ば
い
た
。
こ
の
商
い
を
す
る
の
が「
南
北
行
」

な
る
問
屋
。
香
港
は
中
間
地
点
に
あ
り
、
品

物
運
搬
や
業
務
決
済
に
都
合
が
よ
い
た
め
、

こ
の
種
の
問
屋
が
集
中
し
て
い
っ
た
。

　

最
初
、
上
環
の
南
北
行
の
多
く
は
潮
州

人
の
経
営
だ
っ
た
。
英
国
の
香
港
占
領
の

は
る
か
以
前
か
ら
、
タ
イ
産
の
米
を
大
陸
へ

運
ぶ
な
ど
の
豊
か
な
貿
易
経
験
を
持
っ
て
い

た
潮
州
人
が
、
上
環
で
も
先
ん
じ
た
の
だ
。

１
８
５
０
年
、潮
州
出
身
の
タ
イ
の
米
商
人
、

高
楚
香
が
、
当
時
ま
だ
海
岸
線
だ
っ
た
文
咸

西
街
に
南
北
行
の
「
元
発
行
」
を
開
店
し

た
と
記
録
に
残
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
文
咸

西
街
に
は
南
北
行
が
次
々
と
開
業
し
、「
南

北
行
街
」
と
通
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。

　

時
代
が
移
り
、
南
北
行
の
取
引
先
は
、

日
本
、
韓
国
、
欧
米
ほ
か
に
広
が
っ
た
が
、

文
咸
西
街
が
問
屋
街
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
た
だ
し
、
19
世
紀
後
半
の
埋
め

立
て
で
海
岸
線
が
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
米
問
屋
の
多
く
は
干
諾
道
西
へ
、
漢
方

薬
問
屋
は
高
陞
街
へ
移
っ
た
。
現
在
の
文
咸

西
街
は
海
産
乾
物
問
屋
が
大
半
を
占
め
る
。

乾
物
は
株
と
同
じ
？

　

そ
し
て
、
乾
物
の
仲
卸
兼
小
売
店
が
軒

を
連
ね
る
徳
輔
道
西
。
元
は
、
塩
漬
け
に
し

た
魚
を
乾
燥
さ
せ
た
鹹ハ
ム

魚ユ
ゥ

を
専
門
に
売
る

店
が
集
ま
っ
た
梅
芳
街
に
発
祥
し
、
徳
輔
道

西
へ
と
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

植
民
地
香
港
と
と
も
に
登
場
し
た
一
大

乾
物
エ
リ
ア
、
上
環
。
素
人
目
に
も
興
味
深

い
の
は
、
断
然
、
徳
輔
道
西
だ
。
歩
道
に
は

み
出
し
て
並
べ
ら
れ
る
お
び
た
だ
し
い
数
の

乾
物
。ホ
タ
テ
貝
柱
、フ
カ
ヒ
レ
、朝
鮮
人
参
、

椎
茸
な
ど
か
ら
、
ト
カ
ゲ
の
開
き
な
ど
少
々

グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
、
な
か
に
は
え
た
い
の

知
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
「
今
日
は
何
が
ほ
し
い
の
」、「
こ
の
ホ
タ

テ
は
上
物
だ
よ
」。
冷
や
か
し
て
い
る
と
、

店
員
か
ら
声
が
か
か
る
。脇
を
す
り
ぬ
け
て
、

大
き
な
箱
を
入
荷
す
る
業
者
、
店
員
と
丁

丁
発
止
の
値
段
交
渉
を
す
る
客
、
カ
メ
ラ
を

構
え
る
観
光
客
、活
気
は
な
か
な
か
の
も
の
。

　

乾
物
が
入
る
段
ボ
ー
ル
箱
に
印
刷
さ
れ

た
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
」
な
ど
、北
海
道
の
地
名
が
目
に
と
ま
る
。

貝
柱
、
フ
カ
ヒ
レ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
乾
物
は

日
本
産
が
珍
重
さ
れ
る
。
問
屋
が
日
本
の
漁

業
協
同
組
合
と
特
約
し
大
量
に
買
い
付
け

　香港きってのオフィス街、中
セントラル
環の西隣に位置する

上
ションワン
環に香港随一の乾物屋街がある。２階建てトラムが

走る徳輔道西の両脇に、ざっと１００軒の乾物店が連
なり、フカヒレ、アワビ、ホタテ貝柱といった海産のほ
か、塩漬けの肉類、ツバメの巣、漬け物、椎茸、豆、麺、
茶葉などの乾物が売られる。１本海側の干諾道西には
米問屋が、また、徳輔道西に続く文咸西街と高陞街に
はそれぞれ海産乾物問屋と漢方薬問屋が集まっている。

始まりは19世紀の中継貿易

る
た
め
、
貝
柱
な
ど
日
本
よ
り
も
安
い
と
い

う
こ
と
が
あ
る
か
ら
驚
く
。
も
っ
と
も
、
そ

の
貝
柱
は
昨
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
、
卸
価

格
が
50
％
も
値
上
が
り
し
た
。
ひ
と
つ
に
は

ホ
タ
テ
水
揚
げ
高
の
減
少
、
も
う
ひ
と
つ
に

は
日
本
の
景
気
回
復
で
消
費
が
増
加
し
た

た
め
の
輸
出
量
の
目
減
り
が
あ
る
。
あ
る
乾

物
問
屋
の
経
営
者
は
、「
品
薄
を
予
想
し
て

大
量
に
買
い
付
け
て
あ
っ
た
の
で
、
か
な
り

も
う
か
り
ま
し
た
。
乾
物
も
ね
、
株
や
為

替
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
」
と
か
ら
か
ら
と

笑
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
乾
物
屋
街
に
変
化
が
起
き
て
い

る
。
個
人
旅
行
自
由
化
に
よ
る
大
陸
中
国

人
観
光
客
の
激
増
だ
。
大
陸
で
偽
物
が
横

行
す
る
冬
虫
夏
草
な
ど
の
高
級
漢
方
薬
を

買
い
あ
さ
る
人
が
お
り
、
フ
カ
ヒ
レ
な
ど
高

級
中
華
食
材
を
ま
と
め
買
い
す
る
業
者
も

多
い
と
い
う
。
か
つ
て
漢
方
薬
や
海
産
乾
物

は
北
か
ら
南
へ
流
れ
た
。
い
ま
、
そ
の
う
ち

の
高
級
品
は
、
中
国
の
高
度
成
長
に
吸
い
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
始
め
た
。　
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